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【能登半島地震】 

新年の１月１日に能登半島地震が発生し、多くの大切な生命や生活を奪いました。 

私にとって、石川県や富山県には知り合いや教え子がおり、無事かどうか年始早々、

連絡を取り合いました。能登半島はのどかな街並みが多く、心に残る思い出深い土地

です。多くの被災された方々に心より哀悼の意を表すとともに、被災地の一日も早い

復興をお祈りする気持ちでいっぱいです。同時に、私たちの何気ない日常の当たり前

の生活に対して、感謝の気持ちをもたなければいけないと改めて感じます。また、今

自分たちにできることは何かと考えて、取り組ませていただきたいと考えています。 

みなさんも自分たちでできることを考え取り組んでいきましょう。  

さて、みなさんのまわりで困っている人や、助けを求めている人はいませんか。そ

の人たちに対して、どのような心で接し、どうような声かけを行っていますか。 

この度の能登半島地震で、被災された方々は、今は水や食料、居住場所、インフラ

整備を待たれていると思います。しかし、時が経ち、身のまわりの生活環境が整い、

一段落しても以前のような生活には決して戻れず、様々な悩みや苦しさを抱えながら

生活されます。そういった時に勇気づけられるのは、寄り添ってくれる人の存在です。

様々な理由で、苦しまれていた方が元気になられた一つとして、「話（悩み）を聞い

てくれる人がいたから少しは楽になった」「自分の苦しい気持ち

を分かってくれる人がいると思うと心が落ち着いた」と語られて

います。 

逆に、人から生きる力を奪うのも人の『言葉』であると言われ

ます。温かい言葉と冷たい言葉、明るい気持ちになる言葉と暗い気持ちにさせる言葉、

人を喜ばせる言葉と人を悲しませる言葉、安心をもたらす言葉と不安にさせる言葉、

人を勇気づける言葉と人を落胆させる言葉、この他に様々な言葉があります。どのよ

うな言葉も、すべて私たちの心が生み出すものです。相手に対する感謝や思いやりの

気持ちに根ざした温かい言葉を掛けたとき、自分の胸のうちにも相手の心のうちにも、

少なからず温かい思いが生まれてきます。 

日頃から、温かい言葉を育んで、自分に対しても、周囲の人に対してもよい影響を

与える言葉がけを積極的にしていきたいものです。言葉は心の架け橋

です。温かい言葉を交わすと和やかな空気が広がり、温かい人間関係

が築かれます。私たち一人ひとりがそのことを意識して温かい心で、

温かい言葉を交わすように心掛けていけば、心安らぐ和やかな環境と



なり、天王寺川中学校がみなさんの『心の居場所』となる魅力ある学校になると思い

ます。 

 

【表彰】 

＜兵庫県中学生地区対応ソフトテニス大会（阪神地区選抜）＞ 

優勝  辰元・西尾ペア（女子テニス） 

＜阪神地区都市対抗駅伝競走大会＞ 

出場   男子チーム選手  畠 優心、女子チーム選手  入江 楓、伏屋 咲希 

＜第43回兵庫県中学校総合文化祭＞ 

櫻井美咲（特選）、森下さゆみ、安達郁真（入選） 

＜第７５回兵庫県幼・小・中造形教育展＞ 

 田中こころ、小林結衣花（特選）、高橋桃花､高橋苺花､春名花恋､石井萌衣（入選） 

＜兵庫県中学校総合文化祭展覧会＞ 

 興梠美南（特選）、森下さゆみ、大久保海音（入選） 

＜兵庫県おむすびコンテスト＞ 

 藤田二千穂（佳作） 

＜伊丹市読書感想文コンクール＞ 

 槌田光紘、阪上いち恵（入選）、土江悠莉、藪内斗稀（佳作） 

＜第３３回鬼貫顕彰俳句大会＞ 

 西原蒼翔、泉谷菜月、常峰永遠、右川なつ美、小竹泰雅、森山結月、阪本麗愛、 

福山珠央、河村朋佳、椎谷雄樹、今村優吾、樽井惺太、櫻井翼（入選） 

出口美怜、岸村紫乃（佳作） 

＜伊丹市理科自由作品展＞ 

 品田 翔伍 

＜R-1グランプリ（読書）２学期校長賞＞ 

1年生 最優秀賞  5組1049冊、優秀賞 4組809冊、第三位  3組759冊  

2年生 最優秀賞  ５組  767冊、優秀賞 2組760冊、第三位 1組654冊  

3年生  最優秀賞 6組  587冊、優秀賞 2組561冊、第三位 4組545冊  

（個人） 

 最優秀賞 優秀賞 第三位 

1年生 吉永一惺（81冊） 阪上いち恵（46冊） 國分和花（37冊） 

2年生 大和千遥（41冊） 福山珠央（27冊） 藤本菜緖（26冊） 

3年生 中島由稀（36冊） 藤田りお、三谷将生（24冊） 平石來美（19冊） 

天王寺川中学校の取組や子どもたちの様子をホームページに載せています。是非、ご覧ください。 

https://www.itami.ed.jp/school/Jrhigh/jr_tenn/index.html 

※右のQRコードをお読みいただき、天王寺川中学校のホームページをご覧ください。 

https://www.itami.ed.jp/school/Jrhigh/jr_tenn/index.html

